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研究成果の概要（和文）： 

 チェンジ・エージェント間で技能がどのように伝承されているかを明らかにした。具体的に
は,農業経営コンサルタントと農業者との発話内容を記録し,サービスを受ける前後における会
話の内容の変化をテキストマイニングによって把握した.また、コンサルタント主宰の OJT に参
加した農家に対する意識変化については、自由記述式の質問調査をラダリング形式で実施する
ことで核となる物語り文を限定して抽出することで把握できることを解明した。 
 本研究で採用した手法を適用することでチェンジ・エージェント間の技能伝承が異なるケー
スを類型化することができた。加えて，組織の「物語り」を聞き手である個人の関心や知識を
前提としてストーリーテリング手法を適用することで、歴史性や文化性も継承できる可能性が
示唆された。  
 
研究成果の概要（英文）： 
 This study tried to clear how the technique is being handed down in the change agents 
between. Specifically, it was understood by the text mining change before and after the 
conversation to record the utterance content and farmers and agricultural management 
consultant to receive the service.   
 It was possible to describe the different technical tradition case of change agents 
between. Moreover, by applying the storytelling technique on the assumption that 
knowledge and interest of the individual is a listener of tissue "story" In addition, 
the possibility that the culture of history and nature can be succession was suggested. 
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化によって，離農や農地荒廃の問題が生じ，
また，農業支援機関の組織再編による広域合
併によって普及指導員が削減しているとと
もに，地域環境保全の活動を支援するための
環境対策を講じる必要など，様々な問題を抱
えている。さらに，これまで農業支援機関が
想定してこなかった企業の農業参入や異業
種連携，各地の農家間ネットワークの形成と
いった新たな担い手の展開は，従来の支援活
動の抜本的な改革を要請するものである。こ
うした農業を取り巻く情勢が著しく変化す
る中で，持続可能な農業を次世代へ繋ぐため
には，担い手を組織的に支えるチェンジ・エ
ージェント（Change Agent:以下，ＣＡと略
記。例えば普及員や経営コンサルタント等）
同士の技能伝承が急務となっている。 
また，農業に関する諸政策の展開の中で，

ＣＡに期待されていることは，企業的経営を
展開する個別単位の農家や企業，さらに組織
的な取り組みを行っている集落営農の経営
発展を助長することである。そして，これら
の活動は，地域農業の維持や農地・水・環境
などの資源保全に配慮した公益的な視点が
不可欠である。 
特に，既往研究においては，豊富な事例を

用いて，組織に蓄積された表現できない曖昧
なものである勘やコツ等を伝達するメカニ
ズムに焦点を当てて検討している。このスト
ーリーテリングの手法は，ＣＡ間のそれぞれ
の出来事並びに体験及び経験を繋ぎ，道筋を
立てることで個人内部の革新を促進する効
果を有していることが想定される。それと同
時に，ＣＡ間で共有する勘やコツを通じて，
ＣＡ個人は新たな知識創造を図り，他の個人
への伝達を可能とすることができ，臨床医
学・社会学・経営学・教育学の分野において
も注目が集まっている。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，チェンジ・エージェント
間における技能伝承のメカニズムを解明し，
ストーリーテリングの手法を開発すること
である。具体的には，ＣＡの知識に基づく技
能の伝承を伝える側と伝えられる側として
相互関係を捉えるために，技能伝承に関する
出来事を時間軸上に並べて，そのメカニズム
を明らかにするとともに，道筋を立てて他の
人にも伝達を可能にするストーリーテリン
グの手法を実証的に開発する。 
 課題１はテキストデータマイニング手法
によるＣＡの技能伝承メカニズムの解明で
ある．具体的には，ＣＡ間で技能がどのよう
に伝承されているかを明らかにするため，文
献調査ならびに実際のＯＪＴを参与観察し，
その一連の流れを把握する。また，その時々
の伝承場面を一つの出来事として時系列的
に整序するとともに，既往研究成果を反映し

た実証分析のための枠組みを構築する。その
分析枠組みは，現場での技能伝承を実際に行
っているＣＡの経験談を基にしたテキスト
データマイニング手法を適用し，その枠組み
に基づいてＣＡ間の技能伝承メカニズムの
解明を行う。 
課題２はＣＡの技能伝承手法としてのス

トーリーテリングの開発である．具体的には， 
ＣＡ側には，熟練ＣＡがどのように技能を習
得したかをライフヒストリーに沿って明ら
かにする。具体的には，そのライフヒストリ
ーに基づいて，熟練ＣＡが農家との接点を持
った当初から現在に至るまでの出来事がＣ
Ａの内部に与えた影響に焦点を当て，所属す
る組織に対する使命感や共感・反発，取り組
んだ課題等の変遷を把握する。一方，農家側
には，熟練ＣＡのライフヒストリーに沿って，
出身地の思い出や伝統文化，生活様式等に関
する出来事をヒヤリング調査から把握する。
これらを踏まえ，ＣＡと農家との接点を持っ
た時から現在に至るまでの相互の出来事に
ついて，熟練ＣＡと農家のヒヤリング調査結
果，並びに，農家の作業日誌及びＣＡの活動
記録等の文書記録情報を総合して，熟練ＣＡ
から未熟練ＣＡへの技能伝承をするための
手法としてストーリーテリングを開発する。 
こうした当初の課題を解明するにあたり，

次の２つの研究目的を設定した。 
第１は，グループ経営内において創業者の

無形資産を後継者世代へ伝達する人材をＣ
Ａとして位置づけ，その関与が無形資産の伝
達過程にいかなる差異を生じさせるかを実
証的に明らかにすることである。なお，経営
主の無形資産それ自体を把握することは困
難を要するため，接近視角として，創業者の
経験（知識・記憶・出来事）を積み重ね，時
系列的に整序した歴史的経路≒「ナラティ
ヴ」が，ＣＡの関与を通して後継者世代へど
のようにして受け継がれているかに焦点を
当てる。ここでは，便宜的に，「ナラティヴ」
＝複数の出来事を時間軸上に並べてその順
序関係を「語る」「語られた物語り」という
行為両方を同時に含意しているとして定義
する．ちなみに「ストーリー」はナラティヴ
に筋立て（因果律）が加えられたものである。 
第２は，創業者Ａの無形資産の伝達過程に

おいて普及指導員がＣＡとしていかなる役
割を担うことができるかについて検討する
ことである．ここでのアプローチの特徴は，
家族内とグループ経営内におけるナラティ
ヴの伝達過程と，そこでのＣＡの役割の類似
性に焦点を当てる点である。これを模式的に
示した図１において，家族内では親から子
（後継経営者）へ一子相伝の様にナラティヴ
が伝えられるが，そこでの親子二者関係によ
る限界を補完するものとして，第三者である
普及指導員がＣＡとして関与する。 



本研究では，創業者Ａが構築した無形資産
をグループ傘下農場の経営主であり，いわば
グループ経営の創業者世代が後継者世代に
伝達するということを想定している。 
つまり，網掛け部のグループ傘下農場の経

営主（以下，創業者世代）a，b，c をＣＡと
して捉えている。 

 
３．研究の方法 
（１）研究対象の概要 
 研究対象とするグループ経営Ｇ社は，全国
に 85 の傘下農場（全て法人化した家族経営）
と２つの直接農場を有している。 
 その特徴は，第１に傘下農場の種豚・畜
舎・飼料を統一して生産技術の平準化を図り，
第 2に生産・財務の情報をシステム化するこ
とで内部化し，第 3 に経営資源を相互に補完
する形で取引費用を抑え，家族農業経営の持
続可能性を拓いたことである。 
 しかし，本研究との関連で見ると設立時の
1983 年から規模拡大によりイノベーション
を実現してきた創業者世代にとっては，創業
から 27 年間様々な実践を通して蓄積した無
形資産を如何にして次世代へ継承するかが
経営の継続性という観点から課題となって
いる。  
 
（２）調査概要と分析方法 
 調査は，Ｇ社創業者Ａを含む創業者世代と
後継者世代を対象にして，経営継承に関連す
る質問紙調査を世代別に2009年 11月と2010
年 11 月の二度に分けて実施した。  
 調査項目は，既往研究に基づき経営継承の
要件となり得る質問 18 項目を設定した。評
価にあたっては，①自社農場へ就農する契機
となったか，②自身の経営感覚を向上する契
機となったか，③自農場の経営を継承する契
機となったかという３つの基準を設定した。  
集計は，それぞれの項目を５段階尺度法によ
る評価してもらった値を検定し，経営継承に
対する世代間の意向の相違を検証した。  
 また，Ｇ社創業者世代と後継者世代のナラ
ティヴを把握する方法としては，Ｇ社が主催
する８つの主要な催事を選択してもらい，①
選択の理由，②自分にとって重要な理由，③
自農場の経営にとって重要な理由，④参加し
て変化したことを自由に記述してもらった。 

 そして，創業者Ａのナラティヴが，創業者
世代であるＣＡの関与を通して後継者世代
へどのように受け継がれているかをテキス
ト解析によって検討した。 
 なお，ここでは，創業者Ａの講演録やイン
タビューにおいて繰り返し自社の理念や強
み，独自性が語られた発話内容を比較検討す
る際の指標として用いた。必要なデータの収
集にあたり，後継者を確保している創業者世
代の 48 戸に対しては，Ｇ社より該当する傘
下農場リストを提供等に協力をしてもらい
ＦＡＸ調査を実施した。分析に用いたデータ
数は，創業者世代 30 名（創業者Ａを含む），
後継者世代 22 名の計 52 名であり，世代の対
応があったサンプルは 19 戸（創業者Ａ親子
を含む）であった。  
 
４．研究成果 
（１）世代間におけるナラティヴを共有する
方法の差違 
まず，第２図をみると，創業者世代と後継

者世代において差が確認できた項目は，毎日
の作業記録や作業内容の記録する， 作業の
到達レベルを評価するチェックリストの作
成である。逆に差がほとんどない項目は，自
社農場の規模拡大や新規部門の導入，日常的
に経営主（後継者）と自社の経営についての
話をするである。 
これらのことから，幼少のころから体験を

持って創業者世代から学習しつつも，後継者
世代が科学的なデータ主義の傾向があり，逆
に創業者世代は，直観的な傾向がある。また，
Ｇ社の経営発展を支える傘下農場の規模拡
大や組織風土というべきコミュニケーショ
ンについては，世代間で差違がない可能性が
読み取れる。つまり，グループ経営の強みで
ある生産・財務データ共有といった核なる部
分は，継承しつつも，経営の意志決定に際し
ては創業者世代とは異なる意識が後継者世
代に醸成されていることを示唆している。 
 
（２）後継者世代が共有するナラティヴ 
 次に，後継者世代の特徴語を SPSS Text 
Analytics for Surveys４の形態素解析機能
を用いて解析した。この結果を見ると「財務
の事を勉強して経営を見る」「生産成績の向
上・維持も大事だが会社の財務を知る事が大
事だから」「同じような考えをもっているな
かまがいると思うと生産・財務の勉強をしよ
うと強く思う」「腹を割って話が出来る関係
の構築」「グループとして活動していくにあ
たり，何より，意識の共有と強固な団結力が
必要だと思うから」であった。  
 また，創業者Ａについて，「直接真近で話
を聞くことができる機会なので」「Ｇ社のい
ままでと、今後進む方向等の話、内容なので」
といった回答が得られた。  



第 2図 ナラティヴを共有する方法に関する
差違の結果 
 
この結果から仲間意識や財務に対する勉強
姿勢，そして，グループとして交流すること
の必要性を認識していることが分かる。 
加えて，創業者Ａに対する回答から畏敬の念
を有している可能性があることが分かる。 
これらのことから，後継者世代は，創業者Ａ
のナラティヴを創業者世代の関与を受けて
聴きつつも，前世代と異なる方法でＧ社全体
の進むべき方向を模索していることが考え
られる。  
 
（３）創業者世代が共有するナラティヴ 
 次に創業者世代の特徴語を先と同様の方
法で抽出した結果を表２に示した。この特徴
語を用いた原文を見ると，「経営は多くの方
の知恵や知識を取り入れ，その中でも創業者
Ａの影響は最大と見ています」「創業者Ａの
方向蓄積データの分析，財務の指導は全部つ
ながりがある」「世界の情勢や畜産の動向が
わかる」「いつも創業者Ａの話を聞くのが楽
しみです」「自分の経営体だけで不可能な分
野（流通・販売）をグループで行えるから」
であった。この結果から，同世代の創業者Ａ
をイノベーターとして認識しつつも，社会的
距離が近い同志としても認識していること
がわかる。加えて，世界標準で業界の動向や
自身の経営状況を客観的に分析評価し，積極
的にグループ経営の強みを活かしている一
方で，家族農業経営の生き残りについて危機
感を頂いている。  
 以上のことから，創業者世代は，創業者Ａ
が常に指摘している財務の重要性を漠然と
していたことを超えて認識できる「自覚」の

状態に至っていることが確認できる。 
 
（４）考察 
 以上の結果を踏まえ，次の２点の考察がで
きる。 
 第１に世代間における創業者Ａのナラテ
ィヴの伝達過程に相違があったが，後継者世
代と創業者世代との大きな違いの要因には，
創業者Ａとの接触頻度や影響度合いの相違
によるものが考えられる。当然，創業者世代
は創業者Ａとの社会関係的な距離が近いた
めに，創業者Ａの影響を強く受けているため
に，ＣＡとして関与しても相互に作用しない
可能性を示唆している。 
 第２にＣＡの関与が必ずしも創業者 Aのナ
ラティヴをそのまま後継者世代へ受け継が
せるのではないことを示唆している。 
それは創業者Ａのナラティヴの受け手であ
る創業者世代の修正がかかる点であり，新た
なナラティヴを創発することにより語り手
の創業者Ａも変化するといった相互作用で
ある。 
 これらを普及との関連で考察すると，ＣＡ
の関与は創意工夫の余地に気づかせるとい
った変化を普及対象者へもたらす可能性が
指摘できよう。また，そのことは比較的経験
が浅い普及指導員でも後継者や新規就農者
の課題解決を支援するＣＡとしての役割を
期待できるものである。 
 
（５）結論 
本研究では，グループ経営においては，創

業者Ａの無形資産を創業者世代がＣＡとな
り，後継者世代に伝えていることを明らかに
した。ただし，それはそのまま伝達されてい
るのではなく，傘下農場の後継者が幼少のこ
ろに経営主が身体を伴わせて伝えているこ
と，また，研修等の「場」がナラティヴを伝
達手段として利用し易く変化させ，創業者Ａ
の無形資産を伝達することの可能性を明ら
かにした。 
つまり，人が参加し，意識・無意識のうち

に相互に観察し，コミュニケーションを行い，
相互に理解し，相互に働きかけ合い，共通の
体験をする状況が「場」であり，ＣＡが関与
して無形資産を伝達可能にするための要件
でもある。 
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